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【
技
術
職
員
部
】
技
術
職
員 

組
織
・
昇
格
・
資
格
手

当
支
給
等
実
態
調
査
報
告
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【
病
院
協
議
会
】
い
の
ち
ま
も
る
医
療
・
社
会
保
障

を
立
て
直
せ
！
10
・
19
総
行
動
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論
壇
　

「
労
働
組
合
の
こ
れ
か
ら
の
か
た
ち
」

   

東
京
都
立
大
学
人
文
社
会
学
部
教
授  

荒
井
文
昭
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職
場
の
Ｑ
＆
Ａ 

60
「
最
近
の
ア
カ
ハ
ラ
事
件
❸
」
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単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
東
京
学
芸
大
学

 

「
第
80
期
の
執
行
委
員
会
成
立
を
迎
え
て
」

・
信
州
大
学

 

「
タ
コ
足
＝
多
地
域
密
着
型
教
職
員
組
合
活
動
」

・
金
沢
大
学

 

「
教
職
員
の
『
声
』
か
ら
運
動
を
つ
く
る
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
10

月
20
日
に
声
明
「
政
府
は
国
際
卓
越

研
究
大
学
の
認
定
審
査
に
お
け
る
大

学
へ
の
過
度
の
干
渉
を
や
め
る
べ
き

で
す
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
８
月
30
日
に
、
文
部

科
学
省
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
認

定
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議(

ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド)

」
が
、
国
際
卓

越
研
究
大
学
の
認
定
候
補
を
決
定
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
認
定
候
補
校

に
は
東
北
大
学 

１ 

校
だ
け
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
認
定
候
補
決

定
に
際
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ

ー
ド
は
、認
定
候
補
と
さ
れ
た
大
学
、

さ
れ
な
か
っ
た
大
学
双
方
に
対
し
て
、

運
営
体
制
、
研
究
、
国
際
化
、
財
務

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
方
針
を
明
言
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
大
学
の
自
律
的
な
運

営
に
よ
り
そ
の
発
展
を
期
す
る
教
育

基
本
法
や
国
立
大
学
法
人
法
の
原
則

に
反
し
、
学
問
の
自
由
の
侵
害
と
も

な
り
か
ね
な
い
問
題
で
す
。
声
明
で

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
が
文

書
で
示
し
た
各
大
学
へ
の
「
助
言
」

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
是
正

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
20
日
に
開
会
し
た
臨

時
国
会
で
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学

制
度
が
求
め
る
要
件
に
合
致
す
る
よ

う
国
立
大
学
法
人
法
の
改
正
案
が
提

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
法
人
化
以
降

最
大
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
変
更
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
視
し
て
い

ま
す
。

     （
中
央
執
行
委
員　

長
山  

泰
秀
）


